
中
道
仏
性
論
攷
㈠

古

賀

英

彦

一
　
中
道
仏
性

中
道周

知
の
と
お
り
涅
槃
経
に
は
、
仏
性
と
は
何
か
を
説
明
す
る
つ
い
で
、
様
々
の
異
名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
中
道
も
そ
の
一
で
あ
る
。

し
か
る
に
中
国
仏
教
に
お
い
て
仏
性
の
概
念
が
変
化
を
こ
う
む
る
と
、
中
道
と
い
う
語
は
、
格
別
な
役
割
を
に
な
う
よ
う
に
な
っ
た
。
い

う
ま
で
も
な
く
中
道
は
翻
訳
語
で
あ
る
が
、
漢
語
で
あ
る
が
故
に
持
つ
含
蓄
が
、
六
朝
期
の
中
国
仏
教
に
お
い
て
、
時
宜
を
得
た
は
た
ら

き
を
し
た
か
ら
で
あ
る
。

吉
蔵
の
大
乗
玄
論
第
三
に
次
の
よ
う
に
い
う
。（
大
45
―
三
五
ｂ
―
ｃ
）

古
来
よ
り
相
伝
し
て
仏
性
を
釈
す
る
こ
と
同
じ
か
ら
ず
。
大
い
に
諸
師
有
る
も
今
は
正た

だ
十
一
家
を
出
だ
し
て
以
て
異
解
と
為
さ

ん
。
十
一
師
に
就
い
て
皆
な
名
字
有
る
も
、
今
は
復
た
拠
列
せ
ず
、
直た

だ
其
の
義
を
出
だ
す
の
み
。

但
だ
河
西
の
道
朗
法
師
は
、
曇
無
讖
法
師
と
共
に
涅
槃
経
を
翻
じ
、
親
し
く
三
蔵
に
承
け
て
涅
槃
義
疏
を
作
り
て
、
正
に
中
道
を
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以
て
仏
性
と
為
せ
り
。
爾
後
の
諸
師
は
皆
な
朗
法
師
の
義
疏
に
依
り
て
、
涅
槃
を
講
じ
乃
至
仏
性
の
義
を
釈
す
る
こ
と
を
得
た
り
。

こ
の
一
段
に
つ
い
て
常
盤
大
定
博
士
は
「
嘉
祥
は
、
そ
の
後
に
、
河
西
道
朗
が
親
し
く
曇
無
讖
三
蔵
に
承
け
て
「
涅
槃
義
疏
」
を
作
り
、

中
道
を
以
て
仏
性
と
為
せ
る
以
後
、
諸
師
皆
こ
の
「
義
疏
」
に
よ
り
て
「
涅
槃
」
を
講
じ
、
乃
至
、
仏
性
の
義
を
釈
す
る
を
得
た
り
と
い

ふ
。
こ
れ
ま
た
一
説
な
る
を
以
て
、
前
の
十
一
家
に
加
へ
て
、
十
二
家
と
な
れ
ど
も
、
嘉
祥
が
特
に
之
を
別
出
し
て
、
破
斥
を
加
へ
ざ
る

は
、
自
説
に
同
じ
き
を
以
て
な
り
。
嘉
祥
の
中
道
仏
性
説
の
淵
源
は
、
遡
り
て
河
西
道
朗
に
及
び
、
更
に
曇
無
讖
を
通
じ
て
「
涅
槃
経
」

に
及
ぶ
も
の
と
い
ふ
べ
し
」（『
仏
性
の
研
究
』
一
八
七
頁
）
と
解
説
し
て
い
る
。

吉
蔵
自
身
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
大
乗
玄
論
第
三
（
大
45
―
三
七
ｃ
）。

但
だ
中
道
の
義
は
識
り
難
き
こ
と
、
具
さ
に
二
諦
中
に
辨
ぜ
し
が
如
し
。
中
に
非
ず
辺
に
非
ず
、
中
辺
に
住
せ
ず
、
中
辺
平
等
な

る
を
ば
仮
り
に
名
づ
け
て
中
と
為
す
。
若
し
是
く
の
如
き
中
道
を
了
す
れ
ば
、則
ち
仏
性
を
識
ら
ん
。
若
し
今
の
仏
性
を
了
す
れ
ば
、

亦
た
彼
の
中
道
を
識
ら
ん
。
若
し
中
道
を
了
す
れ
ば
、
即
ち
第
一
義
空
を
了
せ
ん補

注
１。

吉
蔵
が
「
識
り
難
し
」
と
い
う
の
は
、
イ
ン
ド
仏
教
そ
の
ま
ま
の
中
道
で
は
な
い
。
中
国
的
変
容
を
こ
う
む
つ
た
仏
性
と
等
置
さ
れ
た

中
道
で
あ
る
。
仏
性
が
ど
の
よ
う
に
変
容
し
た
か
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
し
ば
し
ば
論
じ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が（

１
）、

簡
単
に
い
え
ば
、
中

国
思
想
に
お
け
る
「
道
」
の
概
念
に
同
化
し
、
宇
宙
論
的
原
理（

２
）と

な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

中
道
と
い
う
語
は
、
中
論
二
十
四
章
十
八
偈
に
よ
っ
て
有
名
で
あ
る
。
こ
の
偈
は
「
中
論
偈
」
と
も
「
三
諦
偈
」
と
も
呼
ば
れ
、
中
道

を
問
題
と
す
る
当
時
の
ほ
と
ん
ど
の
学
者
が
取
り
上
げ
て
い
る
。
ま
ず
羅
什
訳
の
原
文（

３
）を

見
て
お
こ
う
。（
大
30
―
三
三
ｂ
）

衆
因
縁
生
法
、
我
説
即
是
無
、
亦
為
是
仮
名
、
亦
是
中
道
義
。

衆
の
因
縁
よ
り
生
ず
る
法
は
、
我
は
説
く
、
即
ち
是
れ
無
な
り
と
。
亦
た
是
れ
仮
名
な
り
と
為
す
と
。
亦
た
是
れ
中
道
の
義
な
り
と
。

青
目
の
釈
文
に
い
う
、

衆
の
因
縁
よ
り
生
ず
る
法
は
、
我
は
説
く
、
即
ち
是
れ
空
な
り
と
。
何
を
以
て
の
故
ぞ
。
衆
縁
具
足
し
、
和
合
し
て
而
し
て
物
は
生
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ず
。
是
の
物
は
衆
の
因
縁
に
属
す
、
故
に
自
性
無
く
、
自
性
無
き
が
故
に
空
な
る
も
、
空
も
亦ま

復た

空
な
り
。
但
だ
衆
生
を
引
導
せ
ん

が
為
の
故
に
、
仮
名
を
以
て
説
く
の
み
。
有
無
の
二
辺
を
離
す
る
が
故
に
名
づ
け
て
中
道
と
為
す
。

も
ろ
も
ろ
の
因
縁
と
和
合
し
て
生
じ
る
法
は
、
無
自
性
で
あ
っ
て
、
存
在
性
が
な
い
か
ら
空
で
あ
る
。
し
か
し
空
と
い
う
何
物
か
が
あ

る
の
で
は
な
い
。
他
の
事
柄
ど
う
よ
う
、
衆
生
を
導
く
た
め
に
仮
名
に
よ
っ
て
説
く
ま
で
で
あ
る
。
か
く
し
て
有
無
（
常
見
断
見
）
の
二

辺
を
離
却
し
て
い
る
か
ら
、
衆
因
縁
生
法
は
中
道
で
あ
る
。

是
の
法
は
性
無
き
が
故
に
有
と
言
う
こ
と
を
得
ず
、
亦
た
空
無
き
が
故
に
無
と
言
う
こ
と
も
得
ざ
れ
ば
な
り
。

こ
の
法
は
自
性
が
な
い
か
ら
有
と
言
う
こ
と
は
で
き
な
い
し
、空
と
い
う
も
の
も
な
い
か
ら
無
と
言
う
こ
と
も
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。

楞
伽
経
巻
四
（
大
16
―
五
〇
七
ｃ
）
に
は
「
是
く
の
如
く
無
自
生
と
空
等
と
を
応
に
分
別
す
べ
し
。
空
な
る
が
故
に
空
な
り
と
説
く
に

は
非
ず
。
無
生
な
る
が
故
に
空
な
り
と
説
く
」
と
い
い
、
ま
た
中
論
に
は
「
若
し
物
は
無
自
性
な
ら
ば
、
是
の
物
は
終
に
不
生
な
り
」（
大

30
―
二
六
ｂ
）
と
い
う
。
衆
因
縁
生
法
は
無
自
性
で
あ
る
か
ら
「
不
生
」「
無
生
」
つ
ま
り
生
じ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
有
と
言
う
こ

と
は
で
き
な
い
。
空
で
あ
る
。
し
か
し
維
摩
経
入
不
二
法
門
品
に
い
う
よ
う
に
、

色
即
是
空
な
ら
ば
、
色
の
滅
し
て
空
な
る
に
は
非
ず
、
色
の
性し

ょ
う自

と
し
て
空
な
る
な
り
。
…
…
其そ

中こ

に
お
い
て
通
達
す
る
者
は
、
不

二
の
法
門
に
入
る
と
為
す
。

法
は
消
滅
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
空
無
と
な
る
の
で
は
な
く
て
、
そ
れ
自
体
の
あ
り
よ
う
と
し
て
空
無
な
の
で
あ
る
か
ら
、
無
と
言
う
こ

と
も
で
き
な
い
の
で
あ
る
。「
不
二
法
門
」
と
は
中
道
の
同
意
語
で
あ
る（

４
）。

二
諦
か
ら
三
諦
へ

仏
性
思
想
が
中
国
的
変
容
を
こ
う
む
る
の
と
平
行
し
て
、
中
国
仏
教
は
、
二
諦
説
か
ら
三
諦
説
へ
と
移
行
し
て
い
っ
た
。「
空
」（
非
有

空
無
）
を
中
心
と
す
る
教
理
か
ら
、「
中
道
」（
非
有
非
無
）
を
中
心
と
す
る
教
理
へ
と
進
ん
だ
の
で
あ
る
。
む
し
ろ
中
道
を
中
心
と
す
る
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観
想
が
三
諦
説
を
要
請
し
た
と
い
え
る
。
こ
れ
ら
の
動
き
は
、
す
べ
て
仏
教
の
中
国
化
の
一
環
に
ほ
か
な
ら
な
い
が
、
そ
の
ほ
と
ん
が
肇

論
に
お
い
て
構
想
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
、
か
つ
て
述
べ
た
こ
と
が
あ
る（

５
）。

と
く
に
三
諦
説
に
つ
い
て
は
最
近
論
じ
た
ば
か
り
で
あ

る（
６
）。も

っ
と
も
天
台
智
顗
に
よ
る
と
、
二
諦
と
三
諦
と
の
ち
が
い
は
仏
の
三
身
と
二
身
と
の
よ
う
に
開
合
の
差
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
。
維
摩

経
玄
疏
二
に
次
の
よ
う
に
い
う
（
大
38
―
五
二
四
ｃ
）、

但
だ
三
身
の
義
は
備
さ
に
衆
経
に
有
り
て
、
理
は
宛
然
た
り
と
雖
も
、
名
は
的
と
し
て
顕
わ
れ
ず
。
楞
伽
経
の
如
き
は
具
さ
に
三
仏

の
名
と
義
と
有
り
、
又
た
普
賢
観
経
は
、
仏
の
三
種
身
は
方
等
よ
り
生
ず
と
云
う
。
三
身
は
義
を
明
ら
む
れ
ば
二
身
に
乖
か
ず
。
其

の
開
合
を
識
れ
ば
豈
に
定
め
て
偏
用
せ
ん
や
。
此
れ
三
諦
と
二
諦
と
の
開
合
に
類
す
。

三
諦
説
の
中
で
も
っ
と
も
と
と
の
っ
て
い
る
の
は
智
顗
の
も
の
で
あ
る
。
維
摩
玄
疏
三
（
大
38
―
五
三
四
ｃ
）
に
い
う
、

三
諦
の
名
義
は
、
具
さ
に
瓔
珞
と
仁
王
と
の
両
経
に
出
づ
。
経
に
云
わ
く
、
一
に
は
有
諦
、
二
に
は
無
諦
、
三
に
は
中
道
第
一
義

諦
な
り
と
。

有
諦
な
る
者
は
、
世
の
人
心
の
見
る
所
の
理
の
如
き
、
名
づ
け
て
有
諦
と
為
す
。
亦
た
俗
諦
と
も
名
づ
く
。

無
諦
な
る
者
は
、
出
世
の
人
心
の
見
る
所
の
理
の
如
き
、
名
づ
け
て
無
諦
と
為
す
。
亦
た
眞
諦
と
も
名
づ
く
。

中
道
第
一
義
諦
な
る
者
は
、
諸
仏
菩
薩
の
見
る
所
の
理
に
し
て
、
中
道
第
一
義
諦
と
名
づ
く
。
亦
た
一
実
諦
と
も
名
づ
く
。

瓔
珞
経
も
仁
王
経
も
六
朝
時
代
に
作
ら
れ
た
偽
経
と
し
て
有
名
で
あ
る
。
偽
経
の
役
割
が
、
中
国
出
来
の
教
理
に
仏
説
と
し
て
の
権
威

を
与
え
る
た
め
で
あ
っ
た
こ
と
は
良
く
知
ら
れ
て
い
る
。
瓔
珞
経
に
は
次
の
よ
う
に
い
う
（
大
24
―
一
〇
一
八
ｂ
）、

爾
の
時
敬
首
菩
薩
は
仏
に
白
し
て
言
わ
く
、二
諦
と
法
性
と
は
為は

た
一
な
り
や
為
た
二
な
り
や
。
為
た
有
な
り
や
為
た
無
な
り
や
。

第
一
義
諦
は
復は

当た

云
何
ん
。

仏
言
わ
く
、
仏
子
よ
、
所
謂
る
有
諦
と
無
諦
と
、
中
道
第
一
義
諦
と
は
、
是
れ
一
切
諸
仏
菩
薩
の
智
母
な
り
。
乃
至
一
切
法
も
亦
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た
是
れ
仏
菩
薩
の
智
母
な
り
。

「
法
性
」
と
は
、
地
論
師
の
も
の
と
さ
れ
る
「
眞
如
法
性
は
一
切
法
を
生
ず
」（
維
摩
玄
疏
二
、
大
38
―
五
二
八
ｂ
）
と
い
う
言
葉
か
ら

知
ら
れ
る
と
お
り
眞
如
の
類
語
で
あ
り
、
ま
た
金
剛
錍
に
は
「
眞
如
隨
縁
は
即
ち
仏
性
隨
縁
な
り
。
…
…
当
に
知
る
べ
し
、
眞
如
は
仏
性

の
異
名
な
り
」（
大
46
―
七
八
三
ｂ
）
と
い
う
か
ら
、
仏
性
の
類
義
語
で
も
あ
る
。
さ
ら
に
維
摩
経
の
経
体
を
明
ら
か
に
す
る
と
こ
ろ
で

次
の
よ
う
に
い
う
（
大
38
―
五
五
六
ａ
）、

俗
諦
は
但
だ
是
れ
凡
人
の
見
る
所
の
理
な
る
の
み
、
故
に
此
の
経
の
体
に
は
非
ざ
る
な
り
。

眞
諦
は
即
ち
是
れ
二
乗
の
見
る
所
の
理
に
し
て
、
亦
た
此
の
経
の
体
に
は
非
ざ
る
な
り
。

中
道
第
一
義
諦
は
即
ち
是
れ
法
性
実
相
に
し
て
、
即
ち
此
の
経
の
正
体
な
り
。

つ
ま
り
「
法
性
」
は
ま
た
、
第
三
諦
で
あ
る
中
道
第
一
義
諦
に
ほ
か
な
ら
な
い
わ
け
で
「
実
相（

７
）」

と
も
呼
ば
れ
る
。
す
な
わ
ち
中
道
仏

性
で
あ
る
。

こ
の
法
性
と
二
諦
と
は
一
体
（
一
）
で
あ
る
か
、
別
体
（
二
）
で
あ
る
か
と
い
う
問
い
は
、
三
諦
説
に
お
い
て
、
前
二
諦
と
第
三
諦
と

が
い
わ
ゆ
る
体
用
の
関
係
に
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
発
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
体
用
論
と
い
う
の
は
、
一
個
の
原
理
的
な
も
の
と
万

物
と
の
関
係
を
説
明
す
る
理
論
で
あ
る
が
、「
体
用
無
二
」（
大
乗
止
観
法
門
二
、
大
46
―
六
五
〇
ｂ
）
つ
ま
り
原
理
と
万
象
と
は
一
体
不

二
だ
と
い
う
こ
と
を
原
則
と
す
る
。
そ
こ
の
と
こ
ろ
を
踏
ま
え
て
こ
の
問
い
は
設
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
三
諦
説
が
す

で
に
な
ん
ら
か
の
形
で
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
示
唆
す
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
三
諦
説
が
肇
論
に
お
い
て
始
め
て
構
想
さ
れ
た
こ
と
は
、
旧

稿
「
空
か
ら
眞
空
へ
」
に
お
い
て
詳
説
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
眞
諦
を
「
無
諦
」
と
呼
び
、
俗
諦
を
「
有
諦
」
と
呼
ぶ
こ
と
も
肇
論
の
考
え
に
も
と
づ
く
発
想
で
あ
ろ
う
。
瓔
珞
経
は
媒
介
の
役

目
を
果
た
し
た
の
で
あ
る
。
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智
顗
の
三
諦
説

で
は
智
顗
の
三
諦
説
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
三
観
の
教
理
と
切
り
離
せ
な
い
関
係
に
あ
る
。
維
摩
玄

疏
二
（
大
38
―
五
二
四
ｃ
）
に
い
う
、

三
観
を
用
い
て
維
摩
詰
の
名
を
釈
せ
ば
、
三
観
は
二
諦
三
諦
に
迷
う
の
惑
を
断
ち
、
二
諦
三
諦
の
妙
理
を
顕
わ
す
。
眞
理
皎
然
た

る
、
之
を
名
づ
け
て
浄
と
為
す
。
惑
障
斯
に
尽
く
る
、
之
を
無
垢
と
謂
う
。
観
と
理
と
合
し
て
大
用
は
無
方
な
り
、
故
に
名
づ
け
て

称
と
為
す
な
り
。

「
妙
理
」
も
「
眞
理
」
も
中
道
仏
性
を
指
す
。「
惑
を
断
ち
」「
妙
理
を
顕
わ
す
」
と
い
う
の
は
、泥
洹
経
巻
四
、大
12
―
八
八
一
ｂ
）
に
、

復
た
比
丘
有
り
て
、
如
来
蔵
経
を
広
説
し
て
言
わ
く
、
一
切
衆
生
に
は
皆
な
仏
性
の
身
中
に
在
る
有
り
て
、
無
量
の
煩
悩
悉
く
除
滅

し
己
っ
て
、
仏
は
便
ち
明
顕
な
り
。

と
い
う
の
と
主
旨
は
同
じ
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
智
顗
の
三
観
説
は
、
見
性
成
仏
説
の
部
類
に
属
す
る
も
の
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い（

８
）。

玄

疏
は
い
う
（
五
二
五
ａ
）、

境
智
を
分
別
す
れ
ば
、
境
は
是
れ
所
観
、
智
は
是
れ
能
観
に
て
、
所
観
の
境
は
即
ち
是
れ
十
二
因
縁
な
る
三
諦
の
理
な
り
。
能
観

の
智
は
即
ち
三
観
な
り
。

玄
疏
は
続
け
て
い
う
（
五
二
五
ａ
）、

今
、
中
論
偈
に
約
し
て
、
正
に
此
の
三
観
の
境
を
明
ら
め
ん
。
偈
に
云
わ
く
、
因
縁
所
生
の
法
は
、
我
は
説
く
、
即
ち
是
れ
空
な

り
と
。
亦
た
名
づ
け
て
仮
名
な
り
と
為
す
と
。
亦
た
中
道
義
と
名
づ
く
と
。

智
顗
も
や
は
り
空
仮
中
三
諦
の
根
拠
を
中
論
偈
に
求
め
る
の
で
あ
る
。
た
だ
羅
什
訳
に
「
衆
因
縁
生
法
」
と
あ
る
と
こ
ろ
が
、「
因
縁

所
生
法
」
と
変
化
し
て
い
る
。
こ
れ
は
「
理
無
有
二
（
理
に
二
有
る
こ
と
無
し
）」（
維
摩
玄
疏
五
、
大
38
―
五
五
〇
ｃ
）
と
い
う
中
国
仏

教
の
原
則
に
従
っ
て
す
で
に
生
じ
て
い
た
変
化
（
因
果
論
か
ら
体
用
論
へ
）
で
あ
っ
て
、
智
顗
の
恣
意
に
よ
る
の
で
は
な
い
。
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三
観
の
名
義

玄
疏
は
続
け
て
い
う
（
五
二
五
ｂ
）、

三
観
の
名
を
釈
す
れ
ば
、
三
観
の
名
は
瓔
珞
経
に
出
づ
。
云
わ
く
、
仮
よ
り
空
に
入
る
を
二
諦
観
と
名
づ
け
、
空
よ
り
仮
に
入
る

を
平
等
観
と
名
づ
く
。
是
の
二
観
は
方
便
道
な
り
。
是
の
二
空
観
に
因
り
て
中
道
第
一
義
観
に
得
入
し
、
二
諦
を
双
照
し
て
心
心
寂

滅
し
、
自
然
に
薩
婆
若
海
に
流
入
す
、
と
。

瓔
珞
経
は
大
正
大
蔵
経
の
第
二
十
四
巻
に
収
め
ら
れ
て
お
り
、
巻
上
（
一
〇
一
四
ｂ
）
に
ほ
ぼ
こ
の
と
お
り
の
文
言
を
見
る
こ
と
が
で

き
る
。
以
下
玄
疏
の
解
説
で
あ
る
。

言
う
所
の
従
仮
入
空
観
な
る
者
は
、
無
に
し
て
虚
設
す
る
、
之
を
謂
い
て
仮
と
為
す
。
仮
を
観
じ
て
無
な
る
こ
と
如
幻
如
化
に
し

て
但
だ
名
字
有
る
の
み
と
知
る
は
、
即
ち
入
空
な
り
。
而
も
説
き
て
二
諦
観
と
為
す
者
は
、
或
い
は
是
れ
情
智
の
二
諦
、
或
い
は
隨

智
の
二
諦
に
約
す
る
な
り
。

ま
ず
「
無
に
し
て
虚
設
す
る
」
と
い
う
の
は
、
一
切
法
空
の
立
場
か
ら
「
今
ま
四
句
も
て
境
を
検し

ら

ぶ
る
に
不
可
得
に
し
て
、
而
も
説
き

て
境
と
為
す
者
は
即
ち
是
れ
仮
境
な
り
。
亦
た
是
れ
不
思
議
境
な
り
」（
五
二
五
ｂ
）
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

次
に
従
空
入
仮
観
を
釈
す
れ
ば
、
若
し
空
に
住
せ
ざ
れ
ば
、
還
た
幻
化
に
入
る
。
仮
り
に
世
諦
と
名
づ
け
、
分
別
し
て
滞
る
こ
と

無
き
、
即
ち
是
れ
従
空
入
仮
観
な
り
。

而
し
て
平
等
と
言
う
者
は
、
前
の
若ご

と

き
は
俗
を
破
し
て
眞
を
用
い
る
の
み
な
れ
ば
平
等
と
名
づ
け
ず
。
此
の
観
は
破
用
等
し
け
れ

ば
平
等
と
名
づ
く
る
な
り
。（
五
二
五
ｂ
）

「
従
仮
入
空
観
」
を
二
諦
観
と
称
し
、「
従
空
入
仮
観
」
を
平
等
観
と
呼
ぶ
。
こ
れ
は
な
ぜ
か
ら
い
え
ば
前
者
が
俗
諦
を
破
し
て
、
一
方

的
に
眞
諦
だ
け
を
用
い
る
の
に
対
し
て
、
後
者
は
俗
諦
を
破
す
る
と
同
時
に
俗
諦
を
立
て
る
か
ら
で
あ
る
。

「
従
仮
入
空
観
」
と
は
、「
仮
境
を
ふ
ま
え
て
空
諦
に
悟
入
す
る
観
法
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
二
諦
観
に
即
し
て
い
う
と
、
俗
諦
観
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を
破
棄
し
て
眞
諦
観
を
用
い
る
こ
と
で
あ
る
。
摩
訶
止
観
三
上
（
大
46
―
二
四
ｂ
）
に
い
う
、

言
う
所
の
二
諦
な
る
者
は
、
仮
を
観
じ
て
入
空
の
詮
と
為
す
、
空
は
詮
に
由
り
て
会
す
る
な
り
。
能
所
合
論
す
、
故
に
二
諦
観
と

言
う
。

「
詮
」
と
は
「
言
詮
」「
言
筌
」
の
こ
と
で
、言
葉
と
い
う
道
具
。
仏
性
論
四
に
「
一
切
諸
法
は
並
び
に
是
れ
空
を
説
く
の
方
便
な
り
」（
大

31
―
八
〇
九
ａ
）
と
い
う
。
摩
訶
止
観
は
続
け
る
、

又
た
俗
は
是
れ
所
破
に
し
て
、
眞
は
是
れ
所
用
な
り
。
若
し
所
破
に
従
え
ば
応
に
俗
諦
観
と
言
う
べ
し
。
若
し
所
用
に
従
え
ば
応

に
眞
諦
観
と
言
う
べ
し
。
破
用
合
論
す
、
故
に
二
諦
観
と
言
う
。

止
観
輔
行
伝
弘
決
三
之
二
に
次
の
よ
う
に
解
説
す
る
（
大
46
―
二
二
五
ｃ
）、

又
た
俗
は
の
下
は
、
第
三
に
破
用
に
約
し
て
説
く
な
り
。
若
し
所
破
有
ら
ば
必
ず
能
破
有
ら
ん
。
能
破
は
即
ち
是
れ
所
用
の
眞
諦

な
り
。
能
所
は
孤
な
ら
ず
、
是
の
故
に
倶
立
す
。

「
従
空
入
仮
観
」
と
は
、「
空
諦
を
ふ
ま
え
て
仮
諦
に
悟
入
す
る
観
法
」
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
眞
諦
観
を
破
棄
し
て
俗
諦
観
を
用
い
る

こ
と
で
あ
る
。
摩
訶
止
観
（
同
前
二
四
ｃ
）
は
い
う
、

従
空
入
仮
を
ば
平
等
観
と
名
づ
く
る
者
は
、
若
し
是
れ
空
に
入
ら
ば
、
尚
お
空
の
有
と
す
可
き
す
ら
無
し
、
何
の
仮
か
入
る
可
け

ん
。
当
に
知
る
べ
し
、
此
の
観
は
衆
生
を
化
せ
ん
が
為
な
る
こ
と
を
。
眞
は
眞
に
は
非
ず
と
知
り
て
、
方
便
と
し
て
仮
に
出
づ
、
故

に
従
空
と
言
う
。
薬
病
を
分
別
し
て
而
し
て
差
謬
無
し
、
故
に
入
仮
と
言
う
。

平
等
な
る
者
は
、
前
に
望
ん
で
平
等
と
称
す
る
な
り
、
前
観
は
仮
病
を
破
し
て
仮
法
を
用
い
ず
、
但
だ
眞
法
を
用
い
る
の
み
。
一

を
破
し
て
一
を
破
せ
ざ
れ
ば
未
だ
平
等
と
は
為
さ
ず
。
後
観
は
空
病
を
破
し
て
還
た
仮
法
を
用
う
。
破
用
既
に
均
し
け
れ
ば
異
時
に

相
い
望
む
、
故
に
平
等
と
言
う
な
り
。

入
空
観
は
「
仮
病
を
破
す
る
」
こ
と
を
狙
い
と
し
、
入
仮
観
は
「
空
病
を
破
す
る
」
こ
と
を
目
的
と
す
る
が
、
前
観
が
眞
諦
観
を
用
い
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る
の
み
な
の
に
対
し
て
、
後
観
は
前
観
の
あ
と
を
受
け
つ
つ
「
空
病
を
破
す
る
」
た
め
に
「
還
た
仮
法
を
用
う
」、
す
な
わ
ち
俗
諦
観
を

も
用
い
る
こ
と
に
な
る
の
で
、「
破
」
と
「
用
」
と
を
等
し
く
用
い
る
と
い
う
意
味
で
平
等
観
と
言
う
の
で
あ
る
。

中
道
観

維
摩
玄
疏
は
続
け
る
（
五
二
五
ｃ
）、

次
に
中
道
観
を
釈
す
れ
ば
、
中
は
不
二
を
以
て
義
と
為
し
、
道
は
是
れ
能
通
を
ば
名
と
為
す
。
一
実
諦
を
照
ら
し
、
虚
通
し
て
滞

る
こ
と
無
き
、
中
道
観
と
名
づ
く
る
な
り
。

故
に
経
に
云
わ
く
、
前
の
二
観
を
方
便
道
と
為
す
。
是
の
二
空
観
に
因
り
て
中
道
に
得
入
し
、
二
諦
を
双
照
し
て
心
心
寂
滅
し
、

自
然
に
薩
婆
若
海
に
流
入
す
、
と
。

「
一
実
諦
」
と
は
、
玄
疏
が
「
此
の
三
は
通
じ
て
観
と
名
づ
く
る
者
は
、
観
は
観
穿
を
以
て
義
と
為
し
、
亦
た
是
れ
観
達
を
能
と
為
す
」

（
五
二
五
ｃ
）
と
説
明
す
る
と
ろ
で
涅
槃
経
の
文
を
引
き
、「
金
剛
に
至
る
と
は
、
即
ち
一
実
諦
な
る
仏
性
の
理
に
達
す
る
な
り
」
と
解
説

す
る
よ
う
に
、
仏
性
の
こ
と
で
あ
る
。
玄
疏
は
続
け
る
、

問
う
て
曰
わ
く
、
三
観
は
倶
に
二
諦
を
照
ら
す
に
、
何
等
の
殊
有
り
や
。

答
え
て
曰
わ
く
、
前
観
は
二
諦
を
照
ら
す
と
雖
も
、
破
用
不
等
な
り
。

次
観
は
亦
た
二
諦
を
照
ら
し
て
破
用
平
等
な
る
も
、
既
に
中
道
を
見
ざ
れ
ば
、
但
だ
是
れ
異
時
に
平
等
な
る
の
み
。

第
三
観
な
る
者
は
、
中
道
を
見
る
を
得
て
二
諦
を
双
照
す
れ
ば
、
即
ち
是
れ
一
時
に
平
等
な
る
な
り
。

「
破
用
不
等
」
と
い
う
の
は
、
入
空
観
が
「
仮
病
を
破
す
る
」
た
め
に
眞
諦
観
を
用
い
る
だ
け
な
の
で
こ
う
言
う
の
で
あ
る
。

「
破
用
平
等
」
と
い
う
の
は
、
入
仮
観
が
、
入
空
観
が
「
破
俗
用
眞
」
す
る
の
を
承
け
て
、「
空
病
を
破
す
る
」
た
め
に
さ
ら
に
「
破
眞

用
俗
」し
て
俗
諦
観
を
も
用
い
る
か
ら
、つ
ま
り
二
諦
を
平
等
に
用
い
る
の
で
こ
う
言
う
の
で
あ
る
。「
但
だ
是
れ
異
時
に
平
等
な
る
の
み
」
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と
い
う
の
は
、
そ
の
事
情
を
説
明
す
る
の
が
次
の
文
章
で
あ
る
。
玄
疏
は
い
う
（
五
二
八
ａ
）、

中
道
第
一
義
観
を
明
ら
む
れ
ば
即
ち
三
意
と
為
す
。

一
に
所
観
の
境
を
明
ら
む
れ
ば
、
前
の
二
観
は
是
れ
方
便
な
り
。
二
諦
を
照
ら
す
の
智
有
り
と
雖
も
、
未
だ
無
明
を
破
し
て
中
道

を
見
ざ
れ
ば
、
眞
俗
別
照
す
、
即
ち
是
れ
智
障
な
り
。

「
眞
俗
別
照
す
」
と
い
う
の
が
「
異
時
平
等
」、
つ
ま
り
眞
諦
と
俗
諦
と
を
平
等
に
観
照
す
る
け
れ
ど
も
別
々
の
時
に
行
う
と
い
う
こ
と

で
あ
る
が
、
そ
れ
は
い
ま
だ
無
明
を
破
し
て
中
道
を
見
て
い
な
い
か
ら
だ
と
い
う
。
そ
こ
で
「
一
時
平
等
」
へ
と
進
む
こ
と
が
要
請
さ
れ

る
。
玄
疏
は
続
け
る
（
五
二
八
ｂ
）、

二
に
修
観
の
心
を
明
ら
む
れ
ば
、
若
し
此
の
観
を
修
せ
ば
、
還
た
前
の
二
観
を
用
い
て
双
忘
双
照
の
方
便
と
す
。

双
忘
の
方
便
な
る
者
は
、
初
観
に
俗
は
俗
に
非
ず
と
知
る
、
即
ち
是
れ
俗
空
な
り
。

次
観
に
眞
は
眞
に
非
ず
と
知
る
。
即
ち
是
れ
眞
空
な
り
。

俗
を
忘
ず
る
は
非
俗
、
眞
を
忘
ず
る
は
非
眞
に
し
て
、
非
眞
非
俗
な
る
即
ち
是
れ
中
道
な
り
。

是
の
二
空
観
に
因
り
て
中
道
第
一
義
諦
に
入
る
な
り
。

「
俗
は
俗
に
非
ず
（
俗
非
俗
）」
と
い
う
の
は
、
智
度
論
九
五
（
大
25
―
七
二
七
ｂ
）
に
示
す
と
こ
ろ
の
、

色
如
非
色
非
離
色

色
の
如
は
、
色
に
非
ず
（
＝
色
即
是
空
）、
色
を
離
れ
ず
（
＝
空
即
是
色
）

と
い
う
図
式
に
も
と
づ
く
も
の
で
、
空
の
表
明
で
あ
る
。
こ
れ
を
「
俗
空
」
と
呼
ぶ
が
、
こ
れ
は
「
破
俗
用
眞
」
で
あ
る
。

同
様
に
、「
眞
は
眞
に
非
ず
」
と
い
う
の
は
「
眞
空
」
の
謂
い
で
あ
り
、
こ
れ
は
「
破
眞
用
俗
」
で
あ
る
。

「
双
忘
」
と
は
、「
双
遮
」
と
も
い
う
が
、「
忘
俗
」
つ
ま
り
「
破
俗
用
眞
」
す
る
と
同
時
に
、「
忘
眞
」
つ
ま
り
「
破
眞
用
俗
」
す
る
こ

と
で
あ
り
、
眞
俗
二
辺
を
忘
ず
る
の
で
「
二
空
観
」
と
呼
ば
れ
る
。
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こ
れ
が
「
破
用
平
等
」
の
う
ち
の
「
一
時
平
等
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
が
、
そ
の
時
、
眞
俗
二
諦
は
共
に
「
所
破
」
で
あ
る
。
し
か
る
に

前
に
見
た
よ
う
に
、「
若
し
所
破
有
れ
ば
必
ず
能
破
有
り
」（
止
観
輔
行
弘
決
三
之
二
）
で
あ
る
か
ら
、
眞
俗
の
二
諦
は
同
時
に
「
能
破
」

で
も
あ
る
。
そ
こ
を
見
と
ど
け
る
の
が
「
双
照
」
で
あ
る（

９
）。

二
、
涅
槃
経

和
辻
博
士

和
辻
哲
郎
博
士
の
『
日
本
精
神
史
研
究
』（
岩
波
書
店
一
九
二
六
年
一
〇
月
二
五
日
第
一
刷
発
行
）
に
収
め
る
「
沙
門
道
元
」
と
題
す

る
論
稿
の
一
節
に
、
次
の
よ
う
に
い
う
。

彼
が
『
正
法
眼
蔵
仏
性
』
に
お
い
て
ま
ず
考
察
す
る
の
は
、「
一
切
衆
生
、
悉
有
仏
性
、
如
来
常
住
、
無
有
変
易
」
と
い
う
涅
槃

経
（
巻
之
二
十
五
、
師
子
吼
菩
薩
品
の
一
）
の
言
葉
で
あ
る
。「
一
切
衆
生
、
悉
有
仏
性
」
は
、
通
例
、「
一
切
衆
生
、
悉

こ
と
ご
とく

仏
性
有

り
」
と
読
ま
れ
る
。
そ
う
し
て
涅
槃
経
の
文
（
巻
二
十
五
）
か
ら
察
す
る
と
、
こ
の
仏
性
は
「
仏
と
な
る
可
能
性
」
で
あ
る
。「
一

切
衆
生
、
未
来
の
世

4

4

4

4

に
ま
さ
に
菩
提
を
得
べ
し
、
こ
れ
を
仏
性
と
名
づ
く
。」
心4

あ
る
者
は
す
べ
て
菩
提
を
成
じ
得
る

4

4

4

4

。
一い

っ

闡せ
ん

提だ
い

（
極

悪
人
）
も
成
仏
し
得
る

4

4

4

4

4

。
そ
の
ゆ
え
に
彼
ら
に
仏
性
が
あ
る

4

4

4

の
で
あ
る
。
し
か
ら
ば
「
一
切
衆
生
悉
有
仏
性
」
は
、「
現
在
煩
悩
に

4

4

4

4

4

捕
わ
れ
て
い
る

4

4

4

4

4

4

一
切
の
衆
生
に
も
、
悉

こ
と
ご
とく

、
解
脱
し
て
仏
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
」
と
い
う
意
味
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
し
か
し

道
元
に
と
っ
て
は
、
こ
の
語
が
涅
槃
経
に
お
い
て

4

4

4

4

4

4

4

い
か
に
解
せ
ら
る
べ
き
か
は
問
題
で
な
か
っ
た
。
彼
は
こ
の
仏
語
を
経
か
ら
独
立

さ
せ
、
直
ち
に
そ
の
中
を
掘
り
下
げ
て
行
く
。

こ
こ
で
道
元
禅
師
を補

注
２論

じ
よ
う
と
い
う
の
で
は
な
い
。
問
題
は
和
辻
博
士
の
仏
性
論
で
あ
る
。
は
た
し
て
仏
性
は「
仏
と
な
る
可
能
性
」

で
あ
ろ
う
か
。
確
か
に
私
も
以
前
は
そ
う
信
じ
込
ん
で
疑
わ
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
ど
の
辞
書
に
も
そ
う
書
い
て
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
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し
か
し
自
分
で
涅
槃
経
を
読
ん
で
み
た
と
こ
ろ
、
ど
こ
に
も
そ
ん
な
こ
と
は
書
い
て
な
か
っ
た
。
そ
れ
か
ら
宝
性
論
な
ど
、
如
来
蔵
仏

性
に
関
す
る
文
献
を
次
々
と
当
っ
て
み
た
が
、
や
は
り
ど
こ
に
も
そ
ん
な
こ
と
は
書
い
て
な
か
っ
た
。

そ
も
そ
も
理
論
の
起
こ
り
か
ら
い
っ
て
、
仏
性
は
、「
可
能
性
」
な
ど
と
い
う
半
端
な
抽
象
概
念
で
は
あ
り
得
な
い
。
し
か
し
い
ま
は

理
論
的
な
追
究
は
止
め
て
お
い
て
、
も
っ
ぱ
ら
博
士
の
引
用
す
る
涅
槃
経
の
文
句
に
つ
い
て
、「
可
能
性
」
と
い
う
よ
う
な
解
釈
が
妥
当

で
あ
る
か
ど
う
か
、
検
証
し
て
み
た
い
。

博
士
が
「
こ
の
仏
性
は
「
仏
と
な
る
可
能
性
」
で
あ
る
」
と
察
し
た
文
章
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。
南
本
涅
槃
経
二
五
（
大
12
―
七
六
九

ａ
）。

善
男
子
、
有
者
凡
有
三
種
。
一
未
来
有
、
二
現
在
有
、
三
過
去
有
。

一
切
衆
生
、
未
来
之
世
、
当
有
（
三
本
作
得
）
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
、
是
名
仏
性
。

一
切
衆
生
、
現
在
悉
有
煩
悩
諸
結
、
是
故
現
在
無
有
三
十
二
相
八
十
種
好
。

一
切
衆
生
、
過
去
之
世
有
断
煩
悩
、
是
故
現
在
得
見
仏
性
。
以
是
義
故
、
我
常
宣
説
一
切
衆
生
悉
有
仏
性
。
乃
至
一
闡
提
等
亦
有

仏
性
。

一
闡
提
等
無
有
善
法
、
仏
性
亦
善
、
以
未
来
有
故
、
一
闡
提
等
悉
有
仏
性
。
何
以
故
。
一
闡
提
等
定
当
得
成
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩

提
故
。

善
男
子
、
譬
如
有
人
、
家
有
乳
酪
。
有
人
問
言
、
汝
有
酥
耶
。
答
言
、
我
有
。
酪
実
非
酥
。
以
巧
方
便
、
定
当
得
故
、
故
言
有
酥
。

衆
生
亦
爾
、
悉
皆
有
心
。
凡
有
心
者
、
定
当
得
成
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
。
以
是
義
故
、
我
常
宣
説
、
一
切
衆
生
悉
有
仏
性
。

ま
ず
譬
喩
か
ら
読
ん
で
み
よ
う
。

善
男
子
よ
、
譬
え
ば
人
有
っ
て
家
に
乳
酪
有
る
が
如
し
。
有
る
人
問
う
て
言
わ
く
、
汝
に
酥
有
り
や
と
。
答
え
て
言
わ
く
、
我
れ

に
有
り
と
。
酪
は
実
に
酥
に
は
非
ざ
る
も
、
巧
方
便
を
以
て
、
定
め
て
当
に
得
べ
き
が
故
に
、
故
に
酥
有
り
と
言
え
り
。
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実
際
に
は
乳
酪
し
か
持
た
な
い
人
物
が
、
我
が
家
に
は
酥
が
あ
る
と
言
っ
た
の
は
、
巧
方
便
に
よ
っ
て
精
製
す
れ
ば
必
ず
酥
が
で
き
る

こ
と
を
知
っ
て
い
る
か
ら
、
そ
れ
を
見
越
し
て
「
あ
る
」
と
言
っ
た
の
で
あ
る
。

衆
生
も
亦
た
爾
り
。
悉
く
皆
な
心
有
り
。
凡
そ
心
有
る
者
は
、
定
め
て
当
に
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
を
成
ず
る
こ
と
を
得
。
是
の

義
を
以
て
の
故
に
、
我
れ
は
常
に
宣
説
す
、
一
切
衆
生
に
悉
く
仏
性
有
り
と
。

衆
生
の
場
合
も
同
様
で
、「
未
来
之
世
」
に
必
ず
菩
提
を
得
る
こ
と
を
見
越
し
て
「
悉
有
仏
性
」
と
説
く
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、「
菩
提
を
得
る
」
こ
と
が
「
仏
性
を
有
す
る
」
こ
と
の
前
提
と
考
え
ら
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。

つ
ま
り
成
仏
し
て
は
じ
め
て
有
仏
性
の
資
格
を
得
る
の
で
あ
る
。
仏
性
は
成
仏
よ
り
も
後
で
あ
る
。
そ
れ
が
「
仏
と
な
る
可
能
性
」
で
あ

る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
理
論
的
に
は
、
仏
性
が
な
け
れ
ば
菩
提
は
得
ら
れ
な
い
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
仏
性
は
菩
提
の
前
に
あ
る
。
た
だ
そ
の
場
合
、

菩
提
を
得
る
の
は
衆
生
で
あ
っ
て
、
仏
性
が
菩
提
を
得
る
の
で
は
な
い
こ
と
に
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。

横
超
博
士

横
超
慧
日
博
士
の
『
涅
槃
経
』（
サ
ー
ラ
叢
書
26
平
楽
寺
書
店
一
九
八
一
年
７
月
20
日
）
は
名
著
と
の
評
判
が
高
い
。
し
か
し
そ
の
仏

性
論
に
は
矛
盾
が
あ
る
。
ま
ず
次
の
よ
う
に
い
う
（
一
一
一
頁
）、

そ
の
全
体
に
通
ず
る
根
本
的
問
題
は
何
か
と
い
え
ば
そ
れ
は
い
う
ま
で
も
な
く
如
来
性
で
あ
っ
た
。
如
来
性
と
は
如
来
の
本
性
で

あ
っ
て
即
ち
如
来
の
如
来
た
る
所
以
で
あ
る
。
仏
性
と
い
う
も
同
じ
で
あ
っ
て
、
涅
槃
経
の
中
で
は
通
常
仏
性
と
称
さ
れ
て
い
る
。

「
如
来
性
」
と
い
う
語
に
仏
性
を
置
き
か
え
れ
ば
「
仏
性
と
は
仏
の
本
性
で
あ
っ
て
即
ち
仏
の
仏
た
る
所
以
で
あ
る
」
と
定
義
さ
れ
て

い
る
こ
と
に
な
る
。
と
こ
ろ
が
後
段
に
な
る
と
（
二
一
三
頁
）「
仏
性
と
い
う
の
は
つ
ま
り
仏
に
な
る
可
能
性
と
い
う
意
味
を
出
な
い
」

と
い
わ
れ
て
い
る
。
両
者
を
つ
き
合
わ
せ
る
と
「
仏
の
本
性
即
ち
仏
の
仏
た
る
所
以
は
、仏
と
な
る
可
能
性
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
に
な
っ
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て
、
正
気
の
沙
汰
で
は
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
。

む
ろ
ん
論
証
が
な
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
論
理
が
分
か
り
に
く
い
の
は
、
原
典
に
対
す
る
理
解
に
過
不
足
が
あ
る
か
ら
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
る
。
た
と
え
ば
次
の
よ
う
に
い
う
（
二
一
二
頁
）、

十
二
因
縁
を
観
ず
る
智
が
仏
性
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
根
源
的
に
は
十
二
因
縁
そ
の
も
の
が
仏
性
な
り
と
い
う
こ
と
に
帰
着
し
よ

う
。
故
に
因
・
因
因
・
果
・
果
果
と
い
う
四
法
に
配
す
る
と
す
れ
ば
、
仏
性
の
直
接
的
な
因
は
十
二
因
縁
で
あ
り
間
接
的
な
因
因
は

智
慧
で
あ
っ
て
、
仏
性
の
直
接
的
な
果
は
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
で
あ
り
間
接
的
な
果
果
は
無
上
の
大
般
涅
槃
で
あ
る
と
い
う
こ
と

が
で
き
る
。

原
文
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。（
大
12
―
五
二
四
ａ
）

善
男
子
、
仏
性
者
、
有
因
、
有
因
因
、
有
果
、
有
果
果
。
有
因
者
、
即
十
二
因
縁
。
因
因
者
、
即
是
智
慧
。
有
果
者
、
即
是
阿
耨

多
羅
三
藐
三
菩
提
。
果
果
者
、
即
是
無
上
大
般
涅
槃
。

善
男
子
、
譬
如
無
明
為
因
、
諸
行
為
果
。
行
因
識
果
。
以
是
義
故
、
彼
無
明
体
、
亦
因
、
亦
因
因
、
識
亦
果
、
亦
果
果
。
仏
性
亦

爾
。善

男
子
、
是
因
非
果
、
如
仏
性
。
是
果
非
因
、
如
大
涅
槃
。
是
因
是
果
、
如
十
二
因
縁
所
生
之
法
。
非
因
非
果
、
名
為
仏
性
。
非

因
果
故
常
恒
無
変
。

た
と
え
ば
無
明
を
因
と
し
、
諸
行
を
果
と
す
る
場
合
、
諸
行
は
さ
ら
に
因
と
な
っ
て
識
と
い
う
果
を
も
た
ら
す
。
こ
の
流
れ
で
い
え
ば
、

か
の
無
明
の
体
は
諸
行
の
因
で
も
あ
り
、
識
の
因
で
あ
る
諸
行
の
因
で
あ
る
意
味
に
お
い
て
因
の
因
で
も
あ
る
。
識
も
同
じ
よ
う
に
、
諸

行
と
い
う
因
の
果
で
も
あ
る
と
と
も
に
、
無
明
の
果
で
あ
る
諸
行
の
果
で
あ
る
と
い
う
意
味
に
お
い
て
、
果
の
果
で
も
あ
る
。
仏
性
も
同

様
で
あ
る
。

善
男
子
よ
、
仏
性
な
る
者
は
、
因
な
る
有
り
、
因
の
因
な
る
有
り
、
果
な
る
有
り
、
果
の
果
な
る
有
り
。
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「
因
」
と
は
十
二
因
縁
の
こ
と
で
、
そ
れ
は
智
慧
の
因
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。「
因
の
因
」
と
い
う
の
は
智
慧
の
こ
と
で
、
菩
提
と
い
う

の
ち
に
涅
槃
の
因
と
な
る
も
の
の
因
で
あ
る
意
味
に
お
い
て
そ
う
い
わ
れ
る
。「
果
」
と
は
菩
提
の
こ
と
で
、
の
ち
に
涅
槃
の
因
と
な
る
。

「
果
の
果
」
と
い
う
の
は
涅
槃
の
こ
と
で
、
菩
提
と
い
う
果
の
果
で
あ
る
か
ら
そ
う
い
わ
れ
る
。

別
の
表
現
を
す
れ
ば
、「
是
因
非
果
如
仏
性
」
と
い
う
の
が
十
二
因
縁
に
当
り
、「
是
因
是
果
如
十
二
因
縁
所
生
法
」
と
い
う
の
が
智
慧

（
因
因
）
と
菩
提
（
果
）
と
に
当
り
、「
是
果
非
因
如
大
涅
槃
」
と
い
う
の
が
涅
槃
（
果
果
）
に
当
る
。
こ
れ
は
仏
性
の
、
因
果
関
係
に
お

い
て
説
明
で
き
る
部
分
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。

し
か
る
に
仏
性
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
、

非
因
非
果
な
る
を
ば
名
づ
け
て
仏
性
と
為
す
。

因
果
に
非
ざ
る
が
故
に
常
恒
無
変
な
り
。

と
い
わ
れ
て
い
る（

（1
（

。
横
超
博
士
は
次
の
よ
う
に
い
う
、

本
有
今
無
偈
に
も
あ
る
通
り
、
三
世
に
わ
た
っ
て
有
な
る
こ
と
な
く
本
（
も
と
）
あ
っ
た
も
の
が
今
な
く
本
な
か
っ
た
も
の
が
今
あ

る
と
い
う
の
が
実
相
で
あ
る
か
ら
…
…
。

偈
文
は
左
の
と
お
り
、

本
有
今
無　

本
無
今
有　

三
世
有
法　

無
有
是
処

こ
れ
は
神
会
和
尚
が
解
説（

（1
（

す
る
よ
う
に
、
仏
性
の
「
常
恒
無
変
」
性
を
う
た
っ
た
も
の
で
あ
る
。
博
士
の
解
釈
は
妥
当
で
は
な
い
。
こ

の
偈
を
正
当
に
理
解
し
た
な
ら
ば
、「
仏
性
と
い
う
の
は
つ
ま
り
仏
に
な
る
可
能
性
と
い
う
意
味
を
出
な
い
」
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
言

え
な
い
は
ず
で
あ
る
。
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註（
１
）�「
中
国
仏
教
の
仏
性
論
」（『
禅
学
研
究
』九
十
三
号
）な
ど
。

（
２
）�
こ
の
言
葉
は
安
田
二
郎
『
中
国
近
世
思
想
研
究
』
か
ら
借

用
し
た
。
前
掲
論
文
参
照
。

（
３
）�

羅
什
三
蔵
の
こ
の
正
確
な
翻
訳
は
、
近
代
以
降
の
我
が
国

の
研
究
者
に
よ
っ
て
正
当
に
理
解
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ

は
羽
溪
了
諦
氏
の
国
訳
一
切
経
中
観
部
一
に
は
じ
ま
り
、

そ
の
流
れ
を
汲
む
人
々
の
間
に
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る

が
、
今
は
三
枝
充
悳
『
中
論
』
下
（
レ
グ
ル
ス
文
庫
）
の

例
を
挙
げ
て
お
こ
う
。
六
五
一
頁
の
注（
１
）に
い
う「
こ

の
「
無
」
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
にśūnyatā

と
あ
り
「
空

（
性
）」と
あ
る
べ
き
も
の
。
つ
ぎ
の
長
行
冒
頭
に
は「
空
」、

ま
た
燈
論
偈
（
漢
訳
）
も
「
空
」
と
な
っ
て
い
る
。
中
観

論
疏
（
吉
蔵
）
を
は
じ
め
、
中
国
仏
教
者
は
み
な
「
空
」

と
読
む
。
そ
の
う
え
、
こ
の
第
18
偈
は
「
空
仮
中
」
の
三

諦
偈
と
呼
ば
れ
て
、
中
論
の
な
か
で
最
も
名
高
い
」
と
。

　
　

 �　

羅
什
三
蔵
は
同
一
原
語
を
「
空
」
と
も
訳
し
、「
無
」

と
も
訳
し
て
い
る
わ
け
だ
が
、意
味
は
両
方
と
も
「
な
い
」

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
陶
淵
明
の
帰
園
田
居
其
四
に
「
人

生
は
幻
化
に
似
た
り
、
終
に
当
に
空
無
に
帰
す
べ
し
」
と

い
う
句
が
あ
る
。
こ
の
場
合
、「
空
」
は
「
無
」
の
意
味

で
熟
語
に
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
明
ら
か
で
あ
る
。
中
論
に

も
「
若
因
空
無
果
、
因
何
能
生
果
」（
第
二
十
章
16
偈
）

と
い
う
用
例
が
あ
る
。
こ
れ
は
「
若
し
因
に
果
が
空
無
で

あ
る
な
ら
ば
、
因
は
何
ぞ
能
く
果
を
生
ぜ
ん
」
と
読
む
べ

き
で
あ
ろ
う
。

　
　

 �　

し
か
る
に
我
が
国
の
学
者
は
、
空
の
字
に
無
の
意
味
が

あ
る
こ
と
を
認
め
た
が
ら
ず
、
そ
の
結
果
不
具
合
な
仏
教

学
を
く
り
ひ
ろ
げ
て
い
る
。
た
と
え
ば
岩
波
文
庫
本
の
般

若
心
経
の
解
釈
な
ど
が
そ
う
で
あ
る
。

（
４
）�

智
顗
は
「
中
は
不
二
を
以
て
義
と
為
し
、
道
は
是
れ
能
通

を
名
と
為
す
」（
維
摩
経
玄
疏
二
、
大
38
―
五
二
五
ｃ
）

と
言
っ
て
い
る
。

（
５
）�「
動
中
有
静
論
考
―
―
肇
論
と
中
国
仏
教（
序
）―
―
」（『
禅

学
研
究
』
八
十
九
号
）
参
照
。

（
６
）�「
空
か
ら
眞
空
へ
」（『
禅
文
化
研
究
所
紀
要
』
三
十
二
号
）

参
照
。

（
７
）�

維
摩
玄
疏
六
（
大
38
―
五
五
八
ｃ
）「
諸
経
の
異
名
は
、

眞
性
実
相
を
説
き
て
或
い
は
一
実
諦
と
言
い
、
或
い
は
自

性
清
浄
心
と
言
い
、
或
い
は
如
来
蔵
、
如
如
、
実
際
、
実

相
般
若
、
一
乗
、
首
楞
厳
、
法
性
、
法
身
、
中
道
、
畢
竟

空
、
正
因
仏
性
性
浄
涅
槃
、
と
言
う
。
是
く
の
如
き
等
の

種
々
の
異
名
は
、
此
れ
皆
な
是
れ
実
相
の
異
称
な
り
」。

（
８
）�
摩
訶
止
観
三
上
（
大
46
―
二
六
ａ
）
に
い
う
「
三
観
な
る

者
は
、
若
し
従
仮
入
空
せ
ば
、
空
慧
と
相
応
し
、
即
ち
能
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く
見
思
の
惑
を
破
し
、
一
切
智
を
成
ず
。
智
は
能
く
体
を

得
れ
ば
眞
の
体
も
得
る
な
り
。
若
し
従
空
入
仮
せ
ば
、
薬

病
種
々
の
法
門
を
分
別
し
、
即
ち
無
知
を
破
し
て
道
種
智

を
成
ず
。
智
は
能
く
体
を
得
れ
ば
俗
の
体
を
得
る
な
り
。

若
し
二
辺
を
双
遮
し
て
入
中
の
方
便
を
為
せ
ば
、
能
く
無

明
を
破
し
て
一
切
種
智
を
成
ず
。智
は
能
く
体
を
得
れ
ば
、

中
道
の
体
を
得
る
な
り
」

（
９
）�

摩
訶
止
観
三
上
（
大
46
―
二
四
ｃ
）
に
い
う
「
中
道
第
一

義
観
な
る
者
は
、
前
に
仮
空
を
観
ず
る
は
是
れ
生
死
を
空

ず
。
後
に
空
空
を
観
ず
る
は
是
れ
涅
槃
を
空
ず
。
二
辺
を

双
遮
す
る
、
是
れ
二
空
観
と
名
づ
け
、
方
便
道
と
為
し
て

中
道
を
会
す
る
こ
と
を
得
し
む
。
故
に
心
心
寂
滅
し
て
薩

婆
若
海
に
流
入
す
と
言
う
。
又
た
初
観
は
空
を
用
い
、
後

観
は
仮
を
用
う
。
是
れ
双
存
の
方
便
と
為
し
て
、
入
中
道

の
時
能
く
二
諦
を
双
照
す
」

（
10
）�

拙
稿
「
仏
性
論
雑
考
」（『
禅
文
化
研
究
所
紀
要
』
三
十
三

号
）
参
照

（
11
）�

神
会
遺
集
一
〇
三
頁
以
下
参
照
。

補
注
１

 　
　

�

中
論
疏
十
本
（
大
42
―
一
五
二
ａ
）
に
は
次
の
よ
う
に
い

う
「
中
を
借
り
て
以
て
二
を
弾
じ
、
二
去
れ
ば
不
二
も
亦

た
捨
つ
、
即
ち
了
悟
な
り
」。
宗
密
は
「
空
宗
の
言
は
但

だ
是
れ
遮
詮
の
み
。
性
宗
の
言
は
遮
有
り
表
有
り
。
但
遮

な
る
者
は
未
了
に
し
て
、表
を
兼
ぬ
る
者
は
乃
ち
的
な
り
」

（
都
序
巻
下
之
二
）
と
評
す
る
。

補
注
２

 　
　

�

道
元
禅
師
の
仏
性
思
想
は
、
意
外
に
も
、
中
国
的
変
容
を

こ
う
む
っ
た
仏
性
観
に
与
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ

ち
南
陽
慧
忠
や
圭
峰
宗
密
と
同
じ
立
場
に
立
つ
。
天
台
や

華
厳
と
も
同
じ
で
あ
る
。
仏
性
思
想
を
歴
史
的
に
研
究
す

る
者
に
と
っ
て
は
、
こ
の
事
実
だ
け
で
も
大
問
題
で
あ
る

の
に
、
そ
の
立
場
か
ら
す
る
他
に
類
を
見
な
い
長
広
舌
は

抱
え
切
れ
な
い
問
題
を
投
げ
掛
け
て
い
る
。た
と
え
ば「
初

心
の
辨
道
す
な
は
ち
本
証
の
全
体
な
り
」（
正
法
眼
蔵
辨

道
話
）
と
い
う
言
葉
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
万
法
は
仏

性
の
全
体
作
用
で
あ
る
と
す
る
、
中
国
的
仏
性
論
の
体
用

論
的
構
造
を
把
握
し
て
お
か
な
け
れ
ば
、
充
分
に
理
解
で

き
な
い
で
あ
ろ
う
。
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